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十　一　・■　　－∴．・

建設が進む町民総合体育館

昨
年
十
二
月
未
着
工
の
町
民
総
合
体

育
館
の
建
設
工
事
も
着
々
と
進
み
、
六

日
下
旬
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
を
完

了
、
地
上
高
二
六
・
七
㍍
と
大
型
の
体

育
館
で
、
最
も
難
工
事
で
あ
る
屋
根
部

分
の
鉄
骨
組
立
も
、
天
候
が
幸
い
し
て

順
調
に
進
み
、
現
在
全
行
程
の
約
五
〇

省
の
進
ち
ょ
く
を
示
し
て
い
ま
す
。

順
調
に
進
め
ば
、
七
月
下
旬
に
は
鉄

骨
の
組
立
を
お
わ
り
、
八
月
中
旬
に
は

屋
根
工
事
を
完
了
、
本
格
的
に
内
部
施

設
工
事
に
取
り
か
か
る
こ
と
と
在
り
ま

す
。対

岸
か
ら
見
る
外
楠
も
日
々
姿
を
整

え
、
本
年
十
月
末
の
完
成
を
目
ぎ
し
急

ピ
ッ
チ
で
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

▲
急
ピ
ッ
チ
で
工
事
が
進
む
町
民
総
合
体
育
館
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二　　　　■

江　　府　　町　　報

づ
く
り
と
交
流
の
拠
点

郎
吋
民
総
合
運
動
場
オ
ー
プ
ン

．
ナ
納
卯
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軋▲

町
民
の
皆
さ
ん
が
、
健
康
で
豊
か
な
体
力
を
基
礎
に
、
充

実
し
た
毎
日
を
送
る
こ
と
を
基
調
と
し
て
、
昭
利
丘
十
九
年

度
か
ら
、
∩
住
地
区
に
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
運
動
公
園

も
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
続
き
、
こ
の
ほ
ど
総
合
運
動
場
も
完

成
の
運
び
と
な
り
、
ス
ホ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン
到
来
と
と
も
に
皆

さ
ん
の
ご
利
用
に
供
す
べ
く
、
六
日
二
卜
‖
町
内
職
域
野
球

人
会
を
オ
ー
．
フ
ン
記
念
の
行
事
と
し
、
グ
ラ
ン
ド
開
き
を
行

い
ま
し
た
っ

こ
の
運
動
場
は
、
団
の
法
律
に
よ

っ
て
、
電
源
立
地
市
町
村
の
環
境
整

備
の
た
め
に
交
付
さ
れ
る
電
源
立
地

促
進
対
策
交
付
金
を
一
部
充
当
し
、

昭
和
五
十
五
年
度
、
丘
十
六
年
度
の

二
か
年
間
継
続
事
業
と
し
て
施
工
、

設
計
者
　
広
島
市
　
中
電
技
術
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
株
式
会
社
　
施
工
者

造
成
工
事
を
　
有
限
会
社
　
浜
本
組
、

舗
装
整
備
及
び
附
帯
設
備
工
事
を
株

式
会
社
　
奥
村
組
（
広
島
支
店
）
　
の

請
負
に
よ
り
、
総
工
費
約
一
億
六
千

七
百
万
円
を
か
け
て
本
年
三
月
完
成

し
た
も
の
で
す
。

施
設
は
、
グ
ラ
ン
ド
総
面
積
一

二
、
五
〇
〇
平
方
㍍
、
一
周
三
〇
〇

米
〓
ハ
コ
ー
ス
）
　
の
ト
ラ
ッ
ク
と
、

野
球
コ
ー
ト
二
面
を
施
設
し
た
は
か
、

一
方
に
約
二
　
〇
〇
〇
人
収
容
で
き

る
観
覧
席
を
設
け
、
中
央
に
は
、
本

部
席
、
国
旗
掲
揚
台
を
施
設
し
て
い

ま
す
。

町

長

日

誌

ト
町
民
総
合
運
動
場
オ
ー
プ
ン
記
念
町
内
職
域
野
球
大
会
の
開
会
式

＊
5

1
日
H
L
L

2
日
H
‖

4
日
り
ん
ハ

6
日
∵
不

7
日
H
′
笠

8
日
H
卜
h

9
日
H
H

0
」
〓
H

l
L
L
〓
日

日
＝
11
＼
、

1
2
日
㈱

1
3
日
㈱

1
4
日
㈲

1
5
日
川

1
7
日
㈱

1
8
日
㈹

1
9
日
㈱

20
日
㈱

2
1
日
㈲

2
2
日
川

2
4
日
㈲

2
5
日
㈹

月

婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
総

会尾
上
原
山
村
広
場
し
ゅ
ん

工
式

宮
市
原
役
員
来
庁
、
庁
内

会中
国
横
断
道
促
進
理
事
総

会
（
米
子
）

在
勤

右
同

母
子
会
総
会

川
筋
水
道
協
力
委
員
会

西
部
町
村
長
会
、
広
域
管

理
者
会
議
（
米
子
）

退
族
会
総
会
、
森
林
組
合

役
員
会

溝
H
警
察
署
し
ゅ
ん
工
式

郡
社
数
常
任
委
員
会

下
蚊
屋
役
員
来
庁

西
部
町
村
長
会
評
議
員
会

中
電
交
通
防
犯
協
力
会

郡
社
会
教
育
協
議
会
総
会

町
商
工
会
観
光
部
会
、
西

部
町
村
長
会

在
勤

下
蚊
屋
行
政
座
談
会

新
嘗
祭
供
御
献
穀
斉
田
田

植
え
式
、
結
婚
式

土
木
出
張
所
工
事
打
合
全

町
商
工
会
総
会
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報丁ロH府江

気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い

附
属
の
施
設
、
設
備
が
一
部
未
整

備
で
あ
り
又
使
用
に
つ
い
て
の
細
則

も
検
討
を
急
い
で
お
り
ま
す
が
、
暫

定
的
に
施
設
を
整
え
、
取
敢
え
ず
利

用
に
供
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
体
力
づ
く

り
と
相
互
交
流
の
場
と
し
て
、
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

使
用
時
間

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

但
し
、
特
別
に
許
可
を
受
け
た
と

き
は
、
こ
の
限
り
で
あ
り
ま
せ
ん
。

使
用
の
手
続
き

使
用
の
申
込
み
は
、
所
定
の
使
用

許
可
申
請
書
に
記
入
、
押
印
の
う
え
、

町
役
場
　
企
画
課
へ
届
出
て
く
だ
さ

l
■
　
0

（
用
紙
は
、
企
画
課
に
備
え
て
い
ま

す
）

・
電
話
で
の
申
し
込
み
は
、
受
付
け

ま
せ
ん
。

⑳

⑳

▲町内職域野球大会の始
球式を行う井上町長

・
受
付
期
間
は
、
使
用
日
の
前
月
の

二
十
日
ま
で

但
し
八
月
中
の
使
用
申
込
み
は
、

こ
の
限
り
で
あ
り
ま
せ
ん
。

・
受
付
時
間
は
、
日
曜
、
祭
日
を
除

き
毎
日
、
午
前
八
時
十
五
分
か
ら
午

後
五
時
ま
で

土
曜
日
は
、
午
前
十
二
時
ま
で

・
個
人
の
使
用
は
、
前
日
で
も
受
付

け
ま
す
。

・
使
用
が
重
な
る
と
き
は
調
整
い
た

し
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
申
込
順
を
原

則
と
し
ま
す
。

又
各
種
大
会
、
行
事
を
優
先
し
ま
す
。

使
用
者
、
入
場
者
の
心
得

・
運
動
場
を
全
面
使
用
す
る
大
会
、

特
別
な
施
設
、
設
備
を
必
要
と
す
る

催
し
を
行
う
と
き
は
、
事
前
に
十
分

協
議
し
て
く
だ
さ
い
。

・
使
用
許
可
の
時
間
を
厳
守
し
て
く

だ
さ
い
。
使
用
時
間
を
変
更
す
る
と

き
は
、
事
前
に
申
出
て
く
だ
さ
い
。

・
許
可
を
受
け
た
設
備
及
び
器
具
以

外
の
も
の
を
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ

．
1
　
0・

設
備
及
び
器
具
の
取
扱
い
は
梓
に

丁
寧
に
行
い
、
万
一
こ
わ
れ
た
と
き

は
、
直
ち
に
そ
の
旨
を
申
し
出
て
指

示
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

・
許
可
を
受
け
た
目
的
以
外
に
使
用

し
た
り
、
そ
の
権
利
を
他
に
譲
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
使
用
後
の
片
づ
け
、
清
掃
は
使
用

者
が
責
任
を
も
っ
て
行
い
、
ゴ
ミ
類

は
所
定
の
ゴ
ミ
篭
に
納
め
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

・
喫
煙
は
所
定
の
場
所
で
行
い
、
み

だ
り
に
吸
ガ
ラ
を
投
棄
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

・
許
可
な
く
し
て
施
設
内
で

物
品
を
販
売
し
又
は
金
品
の

寄
附
募
集
行
為
を
行
う
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

・
下
駄
、
そ
の
他
入
場
に
不

適
当
を
履
物
等
を
履
い
て
入

場
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
借
用
し
た
諸
施
設
の
錠
は
、

2
6
日
㈱

2
7
日
㈲

2
8
日
惚

3028描
森
林
組
合
総
代
会

手
島
祐
氏
の
叙
勲
祝
賀
全

町
心
身
障
害
児
父
母
の
会

総
会

岩
手
県
松
尾
村
視
察
来
庁

母
子
会
研
修
（
京
都
）

使
用
後
す
み
や
か
に
返
還
し
て
く
だ

さ
い
。

・
体
育
館
の
建
設
中
で
工
事
車
両
の

往
来
が
激
し
い
た
め
、
路
上
に
は
な

る
べ
く
駐
車
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

駐
車
場
の
検
討
を
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
当
分
の
間
不
便
で
す
が
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
企

画
課
と
協
議
し
て
く
だ
さ
い
。

▲利用者も多い町民テニスコート

佐伯晴代さん（江尾）から特別寄付を頂

きました。この寄付は、ご本人のご希望

により今春完成しました明道児童館の図

書備付に充てさせて頂き、地域児童の豊

かか情操を育み、ご厚志に報いたいと思

います。

森田美枝さん（江尾）から雉布50枚の寄

付を頂きました。森田さんは上肢が不自

由で身体障害者等級2級の身ですが、そ

のハンディを乗りこえ作製されたもので
す。

以上、両氏のご厚志に対し、紙上を通

じて厚くお礼申し上げます。
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妻
の
参
加
で
拡
充

軍
恩
支
部
の
総
会
ひ
ら
く

ト
徳
岡
さ
ん
の
戦
跡
巡
拝
報
告
に
聞
き

入
る
会
員

軍
人
恩
給
連
盟
江
府
支
部
（
井
上

一
委
員
長
、
会
員
一
三
四
名
）
　
で
は
、

四
月
二
十
六
日
、
鏡
ケ
成
休
暇
村
で

新
年
度
総
会
を
ひ
ら
き
、
全
国
連
盟

で
推
進
し
て
い
る
婦
人
部
の
再
編
成

（
受
給
者
の
妻
全
員
参
加
）
を
本
年

度
実
施
し
、
連
盟
の
拡
充
を
行
う
こ

と
を
ど
を
決
め
ま
し
た
。

こ
の
会
議
に
つ
づ
い
て
本
年
二
月
、

フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
の
ル
ソ
ン
島
へ
二
回

目
の
墓
参
を
行
っ
た
徳
同
書
幸
氏
（
半

の
上
）
に
現
地
報
告
を
依
頼
、
凄
惨
を

極
め
た
バ
レ
テ
峠
の
戦
跡
を
、
現
地

の
協
力
に
よ
っ
て
遺
族
と
共
に
巡
拝

し
た
模
様
に
聞
き
入
り
、
改
め
て
平

和
の
し
あ
わ
せ
を
か
み
し
め
ま
し
た
。

、年金加入の届出は

お済ですか
国民年金

国民年金は、農林漁業、商工業、自由業を

どの自営業とその家族のための年金制度で、

加入者の老後や不慮の事故の際、年金を支給

して生活の安定を図ることを目的としていま

す。

農林業や漁業に従事している人や会社をや

めて自営業をはじめた人、大学を卒業して職

についていをい人等、20歳から59歳までの日

本国内に住所のある人で、まだ国民年金に加

入していない人は、必ず加入して下さい。

また、サラリーマンの奥さんや昼間部の大

学生をどは、希望により加入することができ

ます。

国民年金は、厚生年金をどと違って、加入、

脱退、住所変更、保険料の納付等の手続は、

本人が自主的に役場年金係へ届出かければな

りません

保険料は、月額5，220円（付加保険料　5，620

円）です。

経済的に保険料を納めることが困難な人は、

保険料が免除される制度もあります。

炎
天
下
に
熱
戦

椰
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

六
月
十
七
日
、
日
野
郡
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
本
町
の
上
之
段
広
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

郡
内
か
ら
選
手
、
応
援
団
な
ど
約
百
五
十
人
が

ハ
ン
デ
ィ
を
乗
り
越
え
て
各
種
目
に
半
日
、
汗
を

流
し
ま
し
た
。

本
町
は
、
団
体
競
技
の
ボ
ー
リ
ン
グ
で
優
勝
、

ま
た
、
花
吹
雪
き
で
は
、
準
優
勝
と
好
成
績
を
お

さ
め
ま
し
た
。

▲各種目に汗を流す選手たち

◎

乗

り

心

地

快

適

国
鉄
伯
備
線
・
山
陰
本
線
（
伯
者

大
山
－
知
井
宮
間
）
　
の
七
月
一
日
電

化
開
業
に
先
だ
っ
て
、
新
し
い
陰
陽

の
　
〃
足
〃
と
な
る
特
急
電
車
「
や
く

も
号
」
の
試
乗
会
が
行
わ
れ
、
沿
線

市
町
村
や
経
済
界
な
ど
か
ら
選
ば
れ

た
約
二
百
二
十
人
が
米
子
－
生
山
間

往
復
の
山
陰
路
の
旅
を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
の
電
車
の
特
徴
は
、
カ
ー
ブ
に

か
か
る
と
ひ
と
り
で
に
車
体
が
傾
き
、

カ
ー
ブ
を
す
ぎ
る
と
ま
た
元
に
も
ど

る
「
振
子
構
造
」
で
、
カ
ー
ブ
で
遠

心
力
の
た
め
外
側
に
倒
れ
そ
う
に
な

る
と
い
う
こ
と
が
な
く
な
り
、
乗
り

心
地
は
た
い
へ
ん
快
適
で
す
。
ま
た
、

車
両
は
軽
く
重
心
を
低
く
し
、
高
速

で
カ
ー
ブ
を
走
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い

ま

す

。

　

　

　

　

　

　

　

＼

⑳
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ト
練
習
に
汗
を
流
す
会
員
た
ち

楽しいクラブが合言葉

バドミントン同好会

キュツ、キュソとシューズの音を体育館に

きしませながら、左右に羽球を追う会員。

バドミントン同好会（生田人美・会長、会員

20人）は、毎週水曜日と金曜日の夜8時から、

2時間ほど明倫小学校の体育館で汗を流して

います。

バドミントン同好会は、結成以来10年も、

地味ではありますがコツコツと活動を続けて

いるクラブのひとつです。

会長の生田さんは「みんなが楽しいバドミ

ントンを合言葉に練習していますが、最近女

子がメキメキ上達。しかし、男子会員の少を

いのが痛い。バドミントンは誰にでも気軽に

できるスポーツですから、気軽に参加してく

ださい」と話す。

入会希望者は、経験がなくても大歓迎とい

うことで、練習日に気軽に参加をと呼びかけ

ています。

サ
ー
ク
ル
訪
問

やくも発車時刻

ト
乗
り
心
地
快
適
（
五
月
八
日
、

「
や
く
も
号
」
の
試
乗
会
で
）

鳴
け
ば
哀
し
鳴
か
ね
ば
淋
し
時
鳥

百
鳥
の
声
消
す
ほ
ど
の
雨
在
ら
ず

実
太
り
て
い
て
山
ぼ
う
し
咲
き
続
く

花
乗
に
遅
速
の
あ
り
て
荘
の
庭

子
育
て
も
遠
く
に
在
り
て
小
梅
噴
く

七
か
ま
ど
今
は
常
木
と
変
ら
ぎ
り

沙
羅
目
し
霧
の
精
か
と
思
へ
し
が

紫
陽
花
の
き
そ
い
て
咲
き
し
空
屋
か
な

山
荘
の
草
に
つ
ば
く
ろ
低
く
飛
び

武俣LL俣i⊥ラ⊥俣江武
庫野尾野尾尾野尾庫

濾藤中中浦川加速井

辺原山尾水崎藤藤l二

萄時節清純藤泉花中
山

代江子子子枝翠影香

六
月
句
会
報

　 駅

列 車 岡　 山 生　 山 根　 両 米　 子

上 や くも　2号 9 ．5 7 君 8 ．1 8 発 8 ，0 3 発 7 ．3 8 党
ヱ や くも　6号 1 2 ．0 9 1 0 ．3 3 1 0 ．1 8 9 ．5 3

岡
山

や くも10号 1 6 ．0 8 1 4 ．2 8 1 4 ．1 4 1 3 ．4 4

方 や くも14号 1 9 ．0 9

1 8 ．2 9

1 7 ．1 8 1 6 ．4 7
面 や くも16号 2　0 ．0 9 － 1 7 ．4 9

下 や くも　3号 9 ．2 4 発 －　 党 1 1 ．2 1党 1 1 ．4 9 丁子
り や くも　9号 1 3　 1 0 1 4　 4 9 1 5 ．3 1
束
孟

や くも11号 1 5 ．1 0 1 6 ．4 9 1 7 ．0 4 1 7 ．3 0

や く も13号 1 7 ．1 0 1 8 ．4 8 1 9 ．0 3 1 9 ．3 0

や く も15号 1 9 ．2 2 2 1 ．0 0 2 1 ．1 6 2 1 ．4 2

客
室
出
入
口
は
自
動
ド
ア
ー
式
。

窓
は
ブ
ラ
イ
ン
ド
内
装
窓
で
す
。
ま

た
、
座
席
は
、
全
部
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン

グ
シ
ー
ト
と
在
っ
て
ゆ
っ
た
り
と
座

る
こ
と
が
で
き
、
快
適
を
旅
行
が
で

き
る
よ
う
に
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。

七
月
一
日
か
ら
根
雨
駅
、
生
山
駅

に
停
車
す
る
特
急
「
や
く
も
号
」
　
の

発
着
時
刻
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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身障者の旅客運賃

手帳呈示で割引き

国鉄の身体障害者旅客運賃割

引規制が改正され、身体障害者

が国鉄のバス・列車を利用する

ときは、障害者手帳を窓口に呈

示するだけで割引乗車券が購入

できるようになりました。

なお、内部障害者の割引きは、

従来どおり認められていません

のでご注意ください。

江　　府　　町　　報

7月10日～8月9日

作業停電

●日時　7月28日（水）

午司9時から午後3時

●区域　美女石

大工・左消汚職金を改定

鳥取県建築連合会では、57年

度の建築大工、左官をどの協定

賃金を次のとおり決定しました。

1線職1人役12．500円

2枚職1人役11、000円

3級職1人役　9，500円

郵便物が

鉄道輸送から

自動車輸送に

伯備線の電化に伴い郵便物の

運送方法が鉄道輸送から専用自

動車輸送に変わりました。取扱

い時間も次のとおり変わりまし

た。

岡山方面　午前7時9分

午後3時54分

米子方面　午前10時5分

午後6時45分

をお、日曜日、祝日は午後の

便は休傍です。

（江尾郵便局より）

花火遊びを

安全に楽しく

花
火
は
、
大
人
に
も
子
供
に
も
幅

広
く
親
し
ま
れ
、
夏
の
夜
な
ら
で
は

の
風
物
詩
と
し
て
、
家
庭
の
庭
さ
き

で
手
軽
に
楽
し
め
る
遊
び
で
す
。

し
か
し
、
安
易
な
取
扱
い
方
を
す

る
と
火
災
や
や
け
ど
の
原
因
と
な
る

こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。

安
全
に
楽
し
く
花
火
遊
び
を
す
る

た
め
に
、
次
の
点
に
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

・
安
全
な
場
所
を
選
ぶ

・
気
象
条
件
を
考
慮
す
る

・
子
供
だ
け
で
遊
ば
せ
な
い

・
注
意
書
き
は
必
ず
読
む

・
火
薬
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
教
本
ま
と

め
て
点
火
し
な
い

・
必
ず
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
用
意

す
る

知
識
は
正
し
く

理
解
し
て
解
放
へ

部
落
解
放
月
間

人間は生れながらにして差

別意識をもって生れてくる人

はいないと思います。

その意識は誰もが産声を上

げた時からその人の周囲の人

々によって、日常生活の中で

それとなく教えられてきます。

それが社会意識として部落に

対する差別観念となり、永い

歴史の上に形成されて今なお

根強い国民感情として残って

います。

これを克服していくにはす

べての人々の生活、社会的な

権利を保障できるようが丁づ

くりをしていかねばなりませ

ん。

それは部落差別に対する誤

った考え方を正しい方向へ導

くことであり、それは正しい

知識を基礎にしてはじめて始

まります。

全町民が自分自身の問題と

して正しく理解し認識を探か

めてこそ、差別のかい明るい

町をつくっていくのではない

でしょうか。

この部落解放月間中、県、

町及び教育委員会等によって

各種研修会等が催されます。

我々自分自身の問題として、

みんなで取組みましょう。
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啓タバコと老化給

たばこと肺かんの関係かいれれますか、

もつと問題なのは一酸化炭素の害です。

たばこの煙は、不完全燃焼ですから、多

量の一酸化炭素を含んでいます。といっ

て急性のガス中毒を起こすほどではあり

ません。慢性の中毒ともいうべき長年の

影響ガ問題になります。

吸い込んだ煙の中の一酸化炭素は、肺

から血液中にどれ／どん流れ込みますので、

血管の壁に触れて、良い経過で動脈の壁

を硬くしていきます。その結果多くの成

人病を起こす元になります。特に歩行中

など身体を動かしている時の喫煙は、吸

う室か増え危険です。

冷やっこ

豆　　　腐150　　　2丁

ね　　　ぎ　　　　　309

けずりぶし　　　　　49

し　ょ　う　が　　　　1かけ

し　ょ　う　ゆ　　　大さじ2

一夜漬

キ　ャベツ　20　　小1枚

なす・きゅうり10　　各409

塩　　0．3　小さじ％

夏
に
在
る
と
何
と
を
く
食
欲
が
お
と
ろ

え
、
体
が
だ
る
く
、
動
作
が
に
ぶ
っ
て
く

る
も
の
で
す
。
も
り
そ
ば
や
冷
や
麦
な
ど

噂
好
の
お
も
む
く
ま
ま
の
食
生
活
を
し
て

い
る
と
、
疲
れ
は
一
層
ひ
ど
く
な
り
ま
す
。

こ
ん
を
と
き
に
こ
そ
積
極
的
に
食
欲
を
増

し
、
体
力
を
つ
け
る
工
夫
が
必
要
で
す
。

ま
ず
、
良
質
の
た
ん
白
質
・
魚
・
肉
・

卵
・
牛
乳
を
ど
を
と
る
よ
う
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
○

夏
は
だ
る
さ
、
痺
労
を
な
く
す
た
め
に
、

よ
け
い
に
ビ
タ
ミ
ン
類
を
必
要
と
し
ま
す

の
で
、
果
物
や
野
菜
を
十
分
す
ぎ
る
ほ
ど

と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

夏
に
食
欲
が
減
退
す
る
一
つ
の
大
き
な

原
因
と
し
て
ビ
タ
ミ
ン
R
の
不
足
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
軌
は
他
の
季
節
よ

り
三
倍
も
多
く
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
強
化
米
や
強
化
麦
で
補
い
ま
し
ょ
う
。

食
欲
増
進
に
I
U
っ
と
も
大
切
を
こ
と
は

胃
腸
の
健
康
を
保
・
．
リ
、
胃
腸
の
働
き
を
よ

く
す
る
こ
と
で
す
。
暴
飲
暴
食
を
さ
け
、

水
分
の
と
り
す
ぎ
、
冷
た
い
も
の
の
と
り

す
ぎ
は
さ
け
ま
し
ょ
う
。

（
「
4
0
歳
か
ら
の
健
席
つ
く
り
」
か
ら

転
載
）

疲
労
回
復
は
食
べ
も
の
で

山口田口□umn四

　

郎

㌔
轍

へ
∵

〈作り方〉
1．ボールに卵をわりほぐし

濃い水溶き小麦粉を加え
て、薄焼き卵を4枚つく
る。

2．プレスハム、玉ねぎ、ピ
ーマン、かぼちゃ、もど
ししいたけはそれぞれせ
ん切りにする。

3．中華鍋に油を熟して（むの
ハムと野菜を妙め、しょ
うゆ、砂糖、塩で調味し
具がしん在りしてきたら
片くり粉をひとつまみふ
り入れて火からおろし、
4等分してひろげた①の
薄焼き卯で10cm長さの春
巻き様に包み、端を小麦
粉の水溶きをぬってとめ
る。

4．揚げ油を180～190度に熟
して③を淡いきつね色に
揚げ、1本を4～5個の
斜め切りにして器に盛り
パセリを添える。

［＝］

□

［

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

］

］

］

□

］

［二］⊂コ［＝］［二］　ロ［二コ［＝］

〈材料〉

1人分（9）　4人分目安

卵　　　　50　　　　　4個

小麦粉　1．5　小さじ2

ハ　　ム　　15　　　　　4枚

玉ね　ぎ　10　　　　409

ピーマン　10　　　　409

かぼちゃ　　30　　　1209

しいたけ　　1　　　　　2枚

サラダ油　　7　　大さじ2

片くり粉　　　　　ひとつまみ

しょうゆ　　　　　　大さじ1

砂　　糖　　　　　小さじ％

小麦粉　　　　　　　　少々

揚げ油　　　　　　　適宜

レ　タ　ス　　　　　　　小1個

パ　セリ　　　　　　　　　少量
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昭和57年7月1日発行亡≡（8）

＝

ま

ち

の

伝

説

＝

小
柳
村
と

箸
　
立
　
て

報
　
　
出
雲
の
玉
造
に
ひ
と
り
の
猟
師
が

い
て
、
あ
る
日
山
へ
猟
に
出
か
け
た

町府江

と
こ
ろ
、
一
び
き
の
お
お
か
み
に
出

会
っ
た
。
こ
れ
は
い
い
獲
物
と
矢
を

射
か
け
た
が
当
ら
な
い
。
更
に
追
っ

か
け
て
射
か
け
た
が
ど
う
し
て
も
当

ら
な
い
。
も
う
こ
れ
で
最
後
だ
と
、

弓
を
引
き
し
ぼ
っ
て
射
た
と
こ
ろ
、

こ
ん
ど
は
手
ご
た
え
が
あ
っ
た
。

こ
お
ど
り
し
な
が
ら
、
そ
の
お
お

か
み
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
み
る
と
、

そ
れ
は
お
お
か
み
で
は
を
く
、
金
色

に
輝
く
り
っ
ば
を
仏
像
だ
っ
た
。
し

か
も
獲
物
を
追
っ
て
、
夢
中
で
山
中

を
駈
け
ま
わ
る
う
ち
、
い
つ
し
か
大

山
の
寺
領
に
入
っ
て
い
た
。
猟
師
は

足
も
と
が
く
ず
れ
る
よ
う
な
驚
き
の

中
に
、
こ
れ
は
自
分
が
い
つ
も
殺
生

を
し
て
い
る
の
で
仏
罰
が
あ
た
っ
た

も
の
と
考
え
、
そ
の
足
で
仏
像
を
大

山
寺
に
ま
つ
り
、
自
ら
も
憎
と
な
っ

て
仏
に
仕
え
る
こ
と
と
し
た
。

そ
の
猟
師
に
は
ひ
と
り
の
娘
が
あ

っ
た
が
、
父
が
猟
に
出
か
け
た
ま
ま

い
く
ら
待
っ
て
も
帰
っ
．
て
こ
を
い
の

で
毎
日
心
配
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
風

の
た
よ
り
に
、
父
は
伯
書
の
大
山
寺

で
仏
門
に
入
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
聞
い
た
の
で
、
会
い
た
さ
の
あ
ま

り
父
を
訪
ね
て
大
山
へ
行
き
、
久
し

ぶ
り
に
親
子
の
対
面
を
し
て
、
い
ろ

い
ろ
の
物
語
り
に
夜
の
ふ
け
る
の
も

知
ら
な
か
っ
た
。

あ
く
る
朝
、
娘
は
父
に
い
っ
し
ょ

に
玉
造
へ
帰
ろ
う
と
話
し
た
け
れ
ど

も
「
自
分
は
こ
う
し
て
み
仏
に
仕
え

る
身
だ
か
ら
帰
る
こ
と
は
で
き
を
い
。

お
ま
え
ひ
と
り
で
帰
り
、
末
長
く
し

あ
わ
せ
に
暮
ら
せ
」
と
言
い
、
二
人

は
連
れ
だ
っ
て
横
手
道
を
通
り
、
今

の
吉
原
の
手
前
ま
で
や
っ
て
き
て
弁

当
を
食
べ
た
。
こ
こ
で
二
人
は
別
れ

る
の
だ
が
、
親
子
な
が
の
別
れ
と
あ

っ
て
お
互
い
に
泣
い
て
悲
し
ん
だ
。

そ
こ
で
こ
の
地
を
「
炬
卸
趣
き
」
と

い
っ
た
が
、
後
に
「
小
柳
」
と
い
う

よ
う
に
を
っ
た
。

は
し

ま
た
、
弁
当
を
食
っ
た
筈
を
土
に

立
て
、
「
こ
こ
で
別
れ
よ
う
」
と
言
っ

た
と
い
う
の
で
、
こ
の
場
所
を
「
箸
立

て
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
在
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

（
江
府
町
史
か
ら
）

♯
命
令
㊨
㊨
鼻
脇

人
の
動
き
（
五
月
届
）

命
令
車
重
料
あ
あ

田
お
誕
生
お
め
で
と
う

大
河
原
　
永
岡
い
づ
み
　
久
雄
　
長
女

久
　
連
　
川
上
　
哲
平
　
道
夫
　
長
男

田
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

宇
田
川
直
司

野
本
　
桂
子

妹
尾
　
洋
三

亀
田
紀
久
子

浦
部
　
和
久

西
口
奈
緒
美

藤
原
　
勝
博

福
浦
智
保
子

加
藤
　
暗
紀

木
下
ひ
づ
る

曳
野
　
徹
郎

林
　
ゆ
か
り

））））））
小
江
尾

愛
媛
県
桧
山
市
か
ら

吉
原

山
梨
県
都
留
市
か
ら

洲
河
崎

大
阪
府
寝
屋
川
市
か
ら

貝
田

三
重
県
度
会
郡
か
ら

杉
谷

米
子
市
富
士
見
町
か
ら

島
根
県
松
江
市
か
ら

御
机

浦長古漬遠杉
都岡　谷部藤谷

絹邦朋一幸道
子一子　夫恵弘

東
伯
郡
泊
村
か
ら

武
庫

富
市

神
戸
市
兵
庫
区
か
ら

宮
市

洲
河
崎
か
ら

田
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

柿
　
原
　
奥
田
　
仁

柿
　
原
　
白
川
重
代

大
河
原
　
井
上
重
信

本

一

細

田

義

久

6
4
歳
昭
美
宅

8
6
歳
　
彰
宅

7
3
歳
八
重
子
宅

3
2
歳
岩
雄
宅

あ
り
が

（
五
月
中
寄
託
分
）

内
祝
と
し
て

（
ご
本
人
様
退
院
関
係
）

柿美美本ざつ

い
ま
し
た

■

用用原

柿
　
原
　
白
川
　
益
治
殿

柿
　
原
　
白
川
　
畳
代
殿

新
　
二
　
徳
岡
　
道
明
殿

半
の
上
　
瀬
島
　
達
男
殿

本
　
五
　
上
田
し
つ
江
殿

本
　
二
　
浜
本
　
伸
介
殿

美
　
用
　
川
上
ふ
み
江
殿

小
江
尾

久
　
連

宮
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